






































基本設計概要表 

A7-1 

 

1 案件名 

ラオス国保健医療訓練施設整備計画基本設計調査 

2 要請の背景（協力の必要性･位置付け） 

(1）ラオス人民民主共和国（以下「ラ」国）政府は「2010 年及び 2020 年に向けての社会経済開

発戦略と社会経済開発 5カ年計画（2001－2005 年）」において、2020 年には最貧国(LDC)の状

態から脱することを目指している。この国家計画を踏まえ、保健医療セクターに関しては、

「2010 年及び 2020 年に向けての保健医療分野開発計画及び 5カ年計画（2001－2005年）」に

おいて、2020年までに「全ての国民がそのニーズに合致した質の高い保健医療サービスに公

平かつ迅速にアクセスできるようになる」ことを目標として掲げている。 

(2) 「ラ」国の健康基礎指標はアジア諸国の中でも最低の状況にあり、死亡原因の上位は予防・

治療可能な感染症（マラリア、急性呼吸器感染症、下痢症等）で占められている。また、人

口の約８割が地方に居住しているものの都市と地方の地域格差が著しい「ラ」国において、

都市と地方の保健医療水準の格差も大きく、地方の保健医療サービスの水準は低い。 

(3) このような「ラ」国において、国民の健康を改善するためには、遅れている地方の保健医療

サービスを強化すること、特にプライマリーヘルスケア（PHC）の強化を行うことが重要であ

り、そのためには地方で働く保健医療従事者の確保と質の向上が不可欠である。 

(4) 保健医療従事者は、地方の保健学校５校及び医療技術短期大学で養成されており、これらの

学校では現職職員の再教育も行っている。しかしこれらの学校では、施設や機材の老朽化と

不足などにより、十分な教育が行えずに教育の質の低下を招いている。学生数の増加、コー

スの増設にも対応が出来ない状況にあり、その改善が必須となっている。 

(5) なお、我が国は、保健省人事組織局への個別専門家の派遣、国立病院および医療技術短期大

学へのシニア海外ボランティアの派遣、実習先である各県病院への青年海外協力隊の派遣等

を行っており、本件の実施は、これらの活動と連携して、総体的に「ラ」国の看護教育の質

の向上に資することを目的とするものである。 

3 プロジェクト全体計画概要 

※下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動及び投入 

(1）プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

「ラ」国における保健医療従事者、特に地方に勤務する保健医療従事者（看護師及び PHC ワ

ーカー）の養成のための教育環境が改善され、その教育の質が向上する。 

（直接的な裨益人口：看護師養成 2.5 年コース- 380 人/年、看護学士コース-30 人/年、PHC

ワーカーコース－ 1000 人:2010 年までの合計） 

(2）プロジェクト全体計画の成果 

ア 保健医療従事者の教育の質が改善される 

イ 保健学校 5校の施設と機材が整備される 

ウ 医療技術短期大学の機材が整備される 

エ 保健学校と医療技術短期大学の運営体制が改善される  

添付資料－7
基本設計概要表



基本設計概要表 

A7-2 

 

(3）プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 保健学校 5校及び医療技術短期大学の運営管理体制が強化される。 

イ 保健学校 5校の施設の改修及び建設を行う。 

ウ 保健学校 5校及び医療技術短期大学に対し、必要な機材を調達して、据付けを行う。 

エ 看護師養成及び PHCワーカーコースの教育内容を改善する。 

(4）投入(インプット) 

ア 日本側 

（ア） 無償資金協力  5.76 億円 

（イ） 技術協力：専門家 長期－２人、青年海外協力隊－８人、 

シニア海外ボランティア－６人 

イ 相手国側 

（ウ） 保健学校及び医療技術短期大学の必要教員及び管理職員の確保 

（エ） 工事期間用の仮設教室の確保 

（オ） 敷地内既存施設の撤去 

（カ） 外構及びインフラ工事 

（キ） 学校の運営･維持管理に係る経費の確保 

(5）実施体制 

主管官庁：保健省 

責任機関：組織人事局 

実施機関：ウドムサイ保健学校、ルアンプラバン保健学校、カムアン保健学校、 

サバナケット保健学校、チャンパサック保健学校、医療技術短期大学 

4 無償資金協力案件の内容 

（1）サイト 

ウドムサイ県、ルアンプラバン県、カムアン県、サバナケット県、チャンパサック県、 

ヴィエンチャン市 

（2）概要 

ウドムサイ県、ルアンプラバン県、カムアン県、サバナケット県、及びチャンパサック県

における保健学校 5 校に対する施設の改修・新築と機材調達、及びヴィエンチャン市にお

ける医療技術短期大学に対する機材調達 

（3）相手国側負担事項 

敷地準備工事（建設用地内の既存施設の撤去）、インフラ引込工事（水道、下水、電気）、

その他（工事期間中の仮教室手配など） 

（4）概算事業費 

5.78 億円（無償資金協力 5.76億円、「ラ」国側負担 0.02億円） 

（5）工期 

詳細設計･入札期間を含め約 18 ヶ月（予定） 
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（6）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

本件の実施により、地方に勤務する医療従事者の質が向上することから、僻地の農村部等

における保健医療事情が向上し、貧困削減につながると期待される。 

5 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

・ 経済の発展が低迷しない。 

・ 各校の受入学生数が、計画受入学生数を大幅に上回ることにより、一教室あたりの学生数

が多くなりすぎない。 

・ 予想外に大規模な洪水等により、授業の実施が妨げられない。 

6 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

7 プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（1）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

ア 教室/実習室あたりの学生数：学生一人当たりの教室面積 

教室 実習室  

現状 2006年 現状 2006年 

ｳﾄﾞﾑｻｲ保健学校 無:食堂を使用 1.40m2/人 0.57m2/人 1.87m2/人 

ﾙｱﾝﾌﾟﾗﾊﾞﾝ保健学校 1.01m2/人 1.58m2/人 1.01m2/人 1.87m2/人 

ｶﾑｱﾝ保健学校 0.93m2/人 1.40m2/人 0.62m2/人 1.87m2/人 

ｻﾊﾞﾅｹｯﾄ保健学校 1.05m2/人 1.40m2/人 0.91m2/人 1.87m2/人 

ﾁｬﾝﾊﾟｻｯｸ保健学校 1.44m2/人 1.44m2/人 0.96m2/人 1.92m2/人 

 

イ 学生一人当たりの実際の実習時間数：学内実習において実際に実習を行う時間の増加。 

現 状 (看護 2 年コース）:実態 30－60時間/コース（カリキュラム上 128 時間/コース）

2006年(看護 2.5 年コース）:実態 300時間/コース（カリキュラム上 300時間/コース） 

  ※ 看護 2 年コースは 2002/03 年度入学生までとし、2003/2004 年度（2003 年 11月開始）

入学生からは看護 2.5 年コースが開始されている。 

ウ 教員の資格：医療技術短期大学における保健学校の教員の再教育により、看護学士を有す

る教員の増加。（以下は 5保健学校の合計） 

現 状 ： 看護学士 3 名（6.8% : 対看護系教員 44名） 

2006年 ： 看護学士 13 名以上 

 

（2）その他の成果指標 

・ 地方（県レベル以下）に勤務する看護師及び PHC ﾜｰｶｰの数 

 

（3）評価のタイミング 

事業実施から 2年後 
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Extent of Works by Lao PDR Side 

Portions by the Lao PDR Side Oudomxay PHS Luangprabang PHS Khammuane PHS Savannakhet PHS Champasak PHS 

(1)  Site Preparation 

a)  Pre-construction Works 
b)  Ground preparation works: 

- Demolition of existing facilities 

- Grading (current trash disposal area)  
c) Preparation of temporary facilities for 

construction/renovation period. 
d) Temporary power and water supply for 

the construction 
e) Temporary access road for the 

construction 

 

 

 

b-1) Relocation of 

Existing Water Pipe to 

the suitable place. 

7,916,820Kips 

b-2) Leveling of the 

site  

11,172,000Kips 

c) Temporary building 

for classrooms 

 

b-1) Relocation of 

existing electric cable 

and telephone line to 

the suitable place  

:1,200,000Kips 

c) Preparation of 

temporary facilities for 

renovation period. 

 

b) Demolition of the 

existing building.: 

66,171,400Kips 

 

 

c) Preparation of 

temporary facilities for 

renovation period. 

 

 

 

 

 

 

c) Preparation of 

temporary building for 

construction and 

renovation 

14,500,000Kips 

(2) External Works and Approach Roads 
 -Landscaping, planting, fence, etc 

within the Site. 

- Permanent road works around the site 

     

(3) Utilities and Facilities 
a) Water Supply : Construction from the 

main feeder to the water valve at the 
water supply meter including the water 
supply meter. 

b) Sewerage : Piping works from the 
connection manhole in the site to the 
existing sewerage line including the 

repair work of the existing ditch. 
c) Storm Drainage : Drainage line from the 

site to the existing line including the 
expansion work of the existing drainage 

line. 
d) Electrical Work : Cabling works from the 

existing power supply point. 

e) Telecommunication Work : Cabling work 
(for Direct/Extension/Public telephone) 
from existing MDF/PABX to Point 

Distribution for new IDF/PABX . 
f) The provision of gas (LPG). 

 

a) Installation of the 

new water pipe and a 

meter :  

30,360,480 Kips 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

d) Installation of the 

new electric cable: 

13,523,029 Kips 

 

a) Installation o of a 

new water pipe and a 

meter for the new 

building.: 

910,620Kips 

 

 

 

 

 

 

 

 

d) Installation of new 

electric cable and a 

meter : 

3,867,946Kips 

 

a) Installation of the 

new water pipe and a 

meter : 1,891,400Kips 

 

 

 

 
 

c) Installation of the 

new drainage lines: 

3,500,000Kips 

 

 

d) Installation of the 

new electric cable and 

a meter:  

8,851,355Kips 

 

a) Replacement of the 

water pipe and a meter: 

1,667,000 Kips 

 

 

 

 
 

c) Installation of the 

new drainage lines: 

2,166,000Kips 

 

 

d) Installation of the 

new electric cable and 

a meter:   

2,656,173Kips 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

c) Installation of the 

new drainage lines:  

8,430,200Kips 

 

 

d) Installation of the 

new electric cable: 

3,137,983Kips 添
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(4) Others 

a) Governmental works including the 
application and obtaining Governmental 
approvals and permissions 

b) Smooth custom clearance, tax 
exemptions and prompt internal 
transportation for the imported 
construction materials and equipment 

c) Commissions to the Japanese foreign 
exchange bank for its banking services 
based upon the Banking Arrangement 

(B/A) namely the advising commission 
of the “Authorization to Pay (A/P)” and 
payment commission 

(5) Management, operation and 
maintenance cost for the new building 
and facilities 

(6) Tax exemptions and necessary 
preferential treatment for the 
construction staff from Japan or a third 
country 

(7) Smooth entry, re-entry and departure of 
Lao PDR. for the Japanese technical 
staff 

(8) All the expenses, other than to be born 
by the Japan’s Grant Aid within the 
scope of the Project 

     

Total 43,883,509Kips 23,867,386Kips 15,442,755Kips 72,660,573Kips 26,068,183Kips 
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